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※市外局番は書いてあるものを除きすべて
０４２です。

健
康
課
非
常
勤
職
員

（
看
護
師
、助
産
師
、保
健
師
）

　
健
康
課
で
は　
年
４
月
１
日
以

３０

降
に
採
用
す
る
看
護
師
、
助
産
師
、

保
健
師
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
雇
用
期
間
】　

年
４
月
１
日

３０

（
日
）
～　
年
３
月　
日
（
日
）

３１

３１

　
【
勤
務
日
数
】月
２
～
５
日
程
度

　
【
業
務
内
容
】乳
幼
児
健
診
、育

児
相
談
な
ど
の
母
子
保
健
業
務

　
【
資
格
】看
護
師
免
許
、助
産
師

免
許
、
保
健
師
免
許
の
い
ず
れ
か

を
取
得
し
て
い
る
方

　
【
募
集
人
数
】
若
干
名

　
【
報
酬
】市
の
規
定
に
よ
る（
交

通
費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　
申
し
込
み
は　
月　
日
（
木
）

１１

３０

ま
で
に
、
事
前
連
絡
の
上
、
履
歴

書
（
写
真
貼
付
）
と
資
格
証
明
書

の
写
し
を
健
康
課
保
健
サ
ー
ビ
ス

係
（
滝
山
４
ノ
３
ノ　
、
わ
く
わ

１４

く
健
康
プ
ラ
ザ
内
）
へ
直
接
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
書
類
選
考
と
面

接
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
７
・
０

０
２
２
へ
。

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
東

久
留
米
市
長
選
挙
と
東
久
留
米
市

議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
立
候
補
予

定
者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
と
そ
の
関
係
者
は
、

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

会
場
の
都
合
上
、
１
候
補
者
２
人

以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月
９
日
（
木
）
午
後

１１

２
時
か
ら

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
４
会

議
室
　
【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
印
鑑

（
立
候
補
関
係
書
類
受
領
者
の
も

の
）
　
【
そ
の
他
】受
付
表
に
記
載
す
る

た
め
、立
候
補
予
定
者
の
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
本
籍
、
生
年
月

日
、
党
派
、
職
業
、
電
話
番
号
、

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
連
絡
先

（
担
当
者
名
・
住
所
・
電
話
番
号
）

を
確
認
の
上
、
来
場
し
て
く
だ
さ

い
。
　
詳
し
く
は
同
会
事
務
局
☎
４
７

０
・
７
７
９
０
へ
。

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が
寄

附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
違
反
す
る
と
罰

則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を

「
贈
ら
な
い
！
｣
、
有
権
者
は
政

治
家
に
寄
附
を
「
求
め
な
い
！
」、

政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
附
は

「
受
け
取
ら
な
い
！
」
の
「
三
な

い
運
動
」
を
徹
底
し
、
明
る
い
選

挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　
※
こ
こ
で
い
う
「
政
治
家
」
と

は
、
現
に
公
職
に
あ
る
人
に
加
え
、

候
補
者
や
候
補
者
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
人
も
含
み
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
☎
４
７
０
・
７
７
９
０
へ
。

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　

月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

１１
　

月　

日（
い
い
み
ら
い
）

１１

３０

は
「
年
金
の
日
」
で
す

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生

労
働
省
と
協
力
し
て
、
毎
年　
１１

月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位

置
付
け
、
皆
さ
ん
に
公
的
年
金

制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
の
普
及
・
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。
主
な
活
動

は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
◎
年
金
相
談
の
窓
口
と
し
て

全
国
各
地
「
出
張
年
金
相
談
」

の
開
設

　
◎
大
学
・
高
等
学
校
な
ど
の

教
育
機
関
や
事
業
所
な
ど
へ
出

向
い
て
年
金
セ
ミ
ナ
ー
や
年
金

制
度
説
明
会
の
開
催

　
ま
た
、　

月　
日
は
、
ご
自

１１

３０

身
の
年
金
記
録
や
年
金
受
給
見

込
み
額
を
確
認
し
、
老
後
の
生

活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い

た
だ
く
「
年
金
の
日
」
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

　
　
月　
日
（
祝
）
は
、
庁
舎
内

１１

２３

電
気
設
備
の
点
検
を
行
う
た
め
、

館
内
は
停
電
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
終
日
市
役
所
本
庁
舎
を

閉
館
し
ま
す
。

　
庁
舎
１
階
市
民
プ
ラ
ザ
・
屋
内

ひ
ろ
ば・証
明
書
自
動
発
行
機（
東

久
留
米
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１

階
出
入
り
口
横
に
設
置
の
も
の
を

含
む
）・
金
融
機
関
Ａ
Ｔ
Ｍ
・
地
下

駐
車
場
な
ど
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

　
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
管
財
課
管
財
係
☎
４

７
０
・
７
７
１
８
へ
。

　
給
与
支
払
者
を
対
象
に
、　

年
２９

分
年
末
調
整
や
法
定
調
書
な
ど
の

作
成
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
月
）
午
後

１１

１３

１
時
半
～
３
時
半

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室
　
【
ご
注
意
】車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
※
源
泉
所
得
税
の
納
付
は
「
ｅ

儿
Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）」の

利
用
が
便
利
で
す
。
詳
細
は
同
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.e-tax

.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
東
村
山
税
務
署
☎
０

４
２
・
３
９
４
・
６
８
１
１
（
音

声
案
内
に
従
っ
て
「
２
」
番
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
）
ま
た
は
市
課

税
課
市
民
税
係
☎
４
７
０
・
７
７

７
７
（
内
線
２
３
３
１
～
２
３
３

７
）
へ
。

　
【
募
集
の
種
類
】
次
の
通
り

①
世
帯
向
け
（
一
般
募
集
住
宅
）

②
若
年
夫
婦
・
子
育
て
世
帯
向
け

（
定
期
使
用
住
宅
）

　
※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
資
格
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
募
集
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
募
集
案
内
の
配
布
期
間
】
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く　
月
１１

１
日
（
水
）
～　
日
（
金
）

１０

　
【
募
集
案
内
の
配
布
場
所
】都
市

計
画
課（
市
役
所
５
階
）、上
の
原・

ひ
ば
り
が
丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
、

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
、
都
庁
、
都

内
各
市
区
役
所
・
町
村
役
場
、
東

京
都
住
宅
供
給
公
社
都
営
住
宅
募

集
セ
ン
タ
ー
、
同
公
社
各
窓
口
セ

ン
タ
ー
な
ど
。
な
お
、　

月
３
日

１１

（
祝
）
～
５
日
（
日
）
の
午
前
９

時
半
～
午
後
５
時
は
、
都
庁
第
一

本
庁
舎
１
階
東
京
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
で
も
配
布
し
ま
す

　
※
配
布
期
間
中
は
、
同
公
社
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.to-ko

usya.or.jp/

）か
ら
も
取
得
で
き
ま

す
。
　
申
し
込
み
は　
月　
日
（
水
）

１１

１５

ま
で
に（
必
着
）、募
集
案
内
に
同

封
の
申
込
用
紙
・
封
筒
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
を
。

　
詳
し
く
は
同
公
社
募
集
セ
ン
タ

ー
（　

月
１
日
〈
水
〉
～　

日

１１

１５

〈
水
〉
が
☎
０
５
７
０・０
１
０・

８
１
０
、
そ
れ
以
外
が
☎
０
３
・

３
４
９
８
・
８
８
９
４
、
い
ず
れ

も
土
曜・日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

へ
。

　
土
砂
災
害
は
一
瞬
に
し
て
多
く

の
人
命
を
奪
う
恐
れ
が
あ
る
非
常

に
危
険
な
災
害
で
す
。
都
で
は
、

土
砂
災
害
防
止
法
（
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防

止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）

に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
の
恐
れ
が

あ
る
区
域
を
明
ら
か
に
す
る
調
査

（
基
礎
調
査
）
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　
７
月
に
調
査
の
結
果
が
公
表
さ

れ
、
市
内
で
は
、
浅
間
町
、
南
沢
、

小
山
、
野
火
止
、
金
山
町
、
神
宝

町
の
一
部
の
地
域
の
計　
カ
所
が

１５

該
当
区
域
と
判
明
し
ま
し
た
。

　
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
都
に
よ

る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
指

定
に
先
立
ち
、
都
と
市
の
主
催
で
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
指
定

に
係
わ
る
住
民
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
【
日
時
】　

月
４
日
（
土
）
午
後

１１

１
時
半
か
ら

　
【
会
場
】中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ

ー
ル
　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
都
建
設
局
河
川
部
計

画
課
☎
０
３
・
５
３
２
０
・
５
４

２
９
へ
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
の
受
取
期
間
は
、
交
付
通

知
後
１
カ
月
以
内
と
ご
案
内
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
期
間
を
経
過
し

た
方
も
、
開
庁
日
の
午
前
８
時
半

～　
時
と
午
後
１
時
～
４
時
に
、

１１
市
民
課
（
市
役
所
１
階
）
で
受
け

取
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
す
で
に
市

外
に
転
出
し
て
い
る
方
は
、
受
け

取
れ
ま
せ
ん
）。
ま
た
、個
人
番
号

の
通
知
カ
ー
ド
も
引
き
続
き
保
管

し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
け
取

っ
て
い
な
い
方
は
、
開
庁
日
の
午

前
８
時
半
～
午
後
５
時
に
同
課
で

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
年
２
月
か
ら
始
ま
る
「
コ
ン

３０
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
お
け
る

証
明
書
等
の
自
動
交
付
」
の
利
用

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必

要
で
す
。

日
曜
日
に
受
取
窓
口
を

開

設

し

ま

す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取

る
た
め
の
日
曜
窓
口
を
次
の
通
り

開
設
し
ま
す
。
平
日
に
受
け
取
り

が
難
し
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

サ
ポ
ー
ト
（
無
料
の
写
真
撮
影
な

ど
）
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
日
）
午
前

１２

１０

９
時
～
午
後
１
時
受
け
付
け

　
【
会
場
】市
民
課（
市
役
所
１
階
）

　
【
ご
注
意
】当
日
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
同
課
住
民
記
録
係
☎

４
７
０
・
７
７
２
２
へ
。

　
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
、

他
人
の
行
為
が
原
因
で
負
傷
し
た

り
、
病
気
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と

を
「
第
三
者
行
為
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
の
治
療
費
は
、

被
害
者
に
過
失
の
な
い
限
り
、
原

則
と
し
て
加
害
者
が
全
額
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
し
て
い
る
方
が
交
通
事
故
な
ど

に
遭
い
、
加
害
者
と
の
話
し
合
い

が
す
ぐ
に
解
決
し
な
い
な
ど
の
場

合
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
被
保

険
者
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
保
で
は
、

一
時
的
に
医
療
費
を
立
て
替
え
、

後
で
被
害
者
に
代
わ
っ
て
加
害
者

に
治
療
費
を
請
求
し
ま
す
。

　
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）

へ
届
け
出
を
す
る
前
に
示
談
を
し

た
り
、
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
場

合
や
、
同
課
へ
届
け
出
が
な
か
っ

た
場
合
は
、
被
保
険
者
証
が
使
用

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
国
保
の
医
療
費
は
、
加
入
者
の

保
険
税
か
ら
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
財
源

を
有
効
に
使
う
た

め
に
も
、
第
三
者

行
為
に
よ
る
治
療

で
国
保
の
被
保
険
者
証
を
使
う
場

合
は
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
だ
さ

い
。
　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
３
３
へ
。

　

年
４
月
利
用
（
撤
去
）
分
か
ら

３０市
営
自
転
車
等
駐
車
場
の
使
用
料
と

放
置
自
転
車
な
ど
の
撤
去
料
を
改
定
し
ま
す

　

月　

日
（
祝
）
は
終
日

１１

２３

市
役
所
本
庁
舎
を
閉
館
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
と

個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

の
ご
案
内

ご
存
じ
で
す
か

交
通
事
故
な
ど
に
遭
っ
た
場
合
の

治
療
と
国
民
健
康
保
険

年
末
調
整
等
説
明
会

開
催
の
お
知
ら
せ

都
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

都
に
よ
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の

指
定
に
係
わ
る
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選

市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
すす

　

月
1
日（
金
）～　

年
１
月　

日（
水
）は

１２

３０

３１

寄
附
禁
止
強
化
期
間
で
す

　
自
転
車
等
駐
車
場
の
運
営
は
使

用
料
を
そ
の
財
源
に
充
て
て
い
ま

す
が
、
近
年
で
は
１
０
０
０
万
～

２
０
０
０
万
円
程
度
、

歳
出
が
歳
入
を
上
回
り
、

そ
の
不
足
分
に
つ
い
て

は
市
の
財
源
か
ら
の
繰

り
入
れ
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
等
使
用
料
は
、

安
定
的
に
施
設
を
提
供
す
る
上
で

貴
重
な
財
源
で
あ
る
と
と
も
に
、

受
益
者
負
担
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
コ
ス
ト
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
適
時
見
直

し
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
市
自
転
車
等
放
置

防
止
対
策
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、

自
転
車
等
駐
車
場
の
定
期
利
用
使

用
料
を
下
表
１
の
通

り
改
定
し
ま
す
。
な

お
、
一
時
利
用
料
は

現
行
の
通
り
で
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
な

ど
の
放
置
防
止
対
策

と
、
良
好
な
街
並
み

を
保
全
し
て
い
く
た

め
、
放
置
自
転
車
な

ど
の
撤
去
料
を
下
表

２
の
通
り
改
定
し
ま

す
。
　
詳
し
く
は
管
理
課

管
理
調
整
担
当
☎
４

７
０
・
７
７
６
４
へ
。

表１　定期使用料（年間）の改定額
改定後改定前使用料の種目

２万４,４００円２万４００円自転車（屋根なし）
２万８,８００円２万４,０００円自転車（屋根付き）
３万２００円２万５,２００円原動機付自転車

※使用料の改定は、一般の方は３０年４月利用分から、
学生は３１年４月利用分から適用されます。
表２　放置自転車等撤去料の改定額

改定後改定前撤去料の種目
２,０００円１,０００円自転車の撤去料
４,０００円２,０００円原動機付自転車の撤去料

※撤去料の改定は、３０年４月以降に撤去された自
転車等から適用されます。


